
はじめる前に

この項では、サーバまたはクラスタの置換を開始する前に行うタスクについて説明します。

手順

ステップ 1 製造元が提供するユーティリティを実行して、新しいサーバハードウェアの整合性を確認しま

す。

ステップ 2 新しいサーバがサポート対象ハードウェアのリストに掲載されており、クラスタの負荷に対応す

るため適切にサイジングされていることを確認します。

サーバモデルの容量については、次の資料を参照してください。

•ご使用の製品リリースのリリースノート

• http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/prod_brochure_list.html

当初のシステム設定以降の規模拡張も考慮してください。

ステップ 3 サーバ間のリンクが遅延要件を満たしており、データベース複製に対応する十分な帯域幅がある

ことを確認します。

詳細については、『Cisco Unified Communications SRND Based on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

ステップ 4 すべてのシステムパスワードとアカウント IDを記録します。
アカウント名とパスワードの記録, （4ページ）を参照してください。

置換サーバを設定するとき、同一のパスワードを入力する必要があります。これらのパスワード

をサーバから取得することはできません。

ステップ 5 カスタムの呼び出し音ファイル、電話機の背景イメージ、および保留音ソースのすべてについ

て、コピーを必ず用意します。

復元を実行すると、これらの項目は復元されます。これは予防措置と考えてください。

ステップ 6 サーバにインストールされているすべてのロケールの COPファイルを取得して保管します。
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置換後にロケールの再インストールが必要です。

ステップ 7 コンピュータ名または IPアドレスの変更、およびクラスタへのノードの追加は行わないでくだ
さい。

ステップ 8 ダウンロードしたソフトウェアおよび DVDの整合性を確認します。
次の作業を実行します。

•ダウンロードしたソフトウェアのMD5チェックサムを公開値と照合して、ソフトウェアが
正しくダウンロードされたことを確認します。

• DVDドライブで DVDを読み取れることを確認します。

ステップ 9 ルーティングパスにファイアウォールが存在しない場合は、ノード間のファイアウォールを無

効にします（可能な場合）。また、インストールが完了するまでは、ファイアウォールのタイム

アウト設定を大きな値にしておきます。

ノードで発着信されるネットワークトラフィックを一時的に許可する（たとえば、これらのノー

ドのファイアウォールルールを IP any/anyに設定する）だけでは、必ずしも十分ではありませ
ん。ファイアウォールが、タイムアウトのために、ノード間で必要なネットワークセッション

を閉じる可能性があります。

ステップ 10 置換後に実行するすべてのシステムテストを置換前にも実行して、置換前にテストで問題が発

生しないことを確認します。

これらのテストを記録して、置換後に同一のテストを実行できるようにします。

ステップ 11 DNSを使用する場合は、置換するすべてのサーバが DNSに正しく設定されていることを確認し
ます。クラスタのすべてのノードが DNSを使用するか、どのノードでも使用しないかのいずれ
かにする必要があります。

DNS登録の確認, （8ページ）を参照してください。

ステップ 12 Cisco Unified Communications Managerノード間でネットワークアドレス変換（NAT）およびポー
トアドレス変換（PAT）を実行しないでください。

ステップ 13 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての
登録情報を記録します。

登録数の確認, （9ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 14 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての
重要なサービスおよびそのアクティベーションステータスを記録します。

重要なサービスの記録, （10ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 15 Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。
この作業を実行して、システムに影響を及ぼすエラーがシステム上で発生していないことを確認

します。

システムエラーの検索, （10ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。
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ステップ 16 すべての Trace and Log Centralジョブの詳細を記録します。
トレースログのジョブ詳細の記録, （11ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 17 必要に応じて、CDRの管理設定および送信先を記録します。
CDR管理設定の記録, （12ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 18 Cisco Unified CMの管理から、サーバに設定されている個々の項目の数を確認します。
システムの設定項目数の記録, （12ページ）を参照してください。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 19 Cisco Unified CMの管理から、[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィン
ドウに表示されるすべての電話ロードとデバイスタイプを記録します。

ファームウェア情報の記録, （13ページ）を参照してください。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerに付属していないカスタムデバイスタイプがある場合は、
適切なCOPファイルを必ず用意します。置換後にデバイスタイプの再インストールが必要です。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 20 「特記事項」列に示す参照先の項で説明されているすべてのネットワーク設定その他の設定を、

置換するサーバごとに記録します。

次の項を参照してください。

•ネットワーク構成時の設定の記録, （5ページ）.

• SMTP設定の記録, （8ページ）

•ホスト名とタイムゾーンの記録, （8ページ）

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

ステップ 21 Cisco Unified CMの管理を使用して、クラスタ内の各ノードのシステムバージョンを比較しま
す。そのバージョンの DVDがあることを確認します。
システムバージョンの記録, （14ページ）を参照してください。

サービスリリースがある場合は、ベースリリースのメディアとサービスリリースが必要です。

ステップ 22 クラスタがセキュアモードで動作している場合は、Windowsオペレーティングシステムを実行
するコンピュータに USB eTokenデバイスが装着され、CTLクライアントプラグインユーティ
リティがインストールされていることを確認します。

これらのタスクの実行およびCisco Unified CommunicationsManagerのセキュリティについては、
『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』を参照してください。

ステップ 23 リモート SFTPサーバに対してパブリッシャサーバの DRSバックアップを実行し、バックアッ
プが成功したことを確認します。必要に応じて、DRSのバックアップ場所とスケジュール情報を
記録します。

SFTPが機能していることを確認するには、復元するサーバと同じサブネットにあるコンピュー
タで SFTPクライアントを使用して、バックアップをそのコンピュータにダウンロードします。
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置換または再インストールするすべてのクラスタノードがオンラインになっていて、ノードと

して登録されていることを確認します。DRSは登録されているオンラインノードのみをバック
アップします。

古いサーバが稼働していない場合、このタスクは実行できません。

バックアップの作成を参照してください。

• システム構成情報, 4 ページ

• DNS登録の確認, 8 ページ

• 登録数の確認, 9 ページ

• 重要なサービスの記録, 10 ページ

• システムエラーの検索, 10 ページ

• トレースログのジョブ詳細の記録, 11 ページ

• CDR管理設定の記録, 12 ページ

• システムの設定項目数の記録, 12 ページ

• ファームウェア情報の記録, 13 ページ

• システムバージョンの記録, 14 ページ

システム構成情報
サーバを置換または再インストールする前に、この項に記載された情報を用意する必要がありま

す。用意した情報は、復元または再インストールの前後で一致する必要があります。サーバ置換

の場合、この情報は置換前のサーバと置換後のサーバの間で一致する必要があります。

クラスタ内の交換または再インストール対象の各 Cisco Unified Communications Managerサーバに
ついて、この情報を収集します。すべての情報を入手する必要はありません。システムおよびネッ

トワーク設定に関連する情報のみ収集してください。

アカウント名とパスワードの記録

次の表に示す項目を含む、すべてのシステムパスワードとアカウント IDを記録します。これら
のパスワードをサーバから取得することはできません。

置換サーバを設定するとき、同一のパスワードとアカウント IDを入力する必要があります。注意

以前に古い製品リリースからアップグレードされたサーバを交換すると、Cisco Unified
Communications Managerのインストールプログラムによってパスワードが拒否される可能性があ
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ります。これは、パスワード検証ルールが新しい製品リリースで強化されている可能性があるが、

アップグレード中にパスワードの再検証が行われないためです。ただし、交換するサーバで新規

インストールを実行すると、より強力な新しいパスワード検証が行われます。

この問題が発生したら、インストールプログラムで受け付けられる新しいパスワードを選択しま

す。パスワードの詳細については、『InstallingCiscoUnifiedCommunicationsManager』のドキュメ
ントを参照してください。

表 1：パスワードおよびアカウント設定データ

説明フィールド

CLIへのセキュアシェルアクセス、Cisco Unified CMの管理へのログ
イン、およびディザスタリカバリシステムへのログインに使用する

ユーザ ID。

管理者 ID：

______________________

管理者 IDアカウントへのログインに使用するパスワード。管理者パスワード

______________________

CiscoUnified CommunicationsManager、CiscoUnified Serviceabilityなど、
システムにインストールされているアプリケーションのデフォルトの

アプリケーションユーザ名。

リリース 5.xでは、アプリケーションユーザ名はインストール時に自
動的に CCMAdministratorに設定されます。

リリース 6.xでは、インストール時にアプリケーションユーザ名を選
択します。

アプリケーションユー

ザ名

______________________

CiscoUnified CommunicationsManager、CiscoUnified Serviceabilityなど、
システムにインストールされているアプリケーションのデフォルトの

パスワードとして使用されるパスワード。

アプリケーションユー

ザパスワード

______________________

クラスタ内の Cisco Unified Communications Managerサーバが相互の通
信に使用するセキュリティパスワード。

クラスタ内のすべてのノードに対して、同一のパスワードを入力する

必要があります。

セキュリティパスワー

ド：

______________________

ネットワーク構成時の設定の記録

次の手順に従って、ネットワーク設定を記録します。
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置換サーバを設定するとき、同一のネットワーク設定を入力する必要があります。置換サーバ

でネットワーク設定を変更しないでください。唯一の例外は NIC速度と二重化設定で、これ
らはこの項で説明するとおりに設定します。

注意

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[表示（Show）] > [ネットワー
ク（Network）]に移動します。

ステップ 2 次の表に示す項目を含む、すべてのネットワーク設定を記録します。

表 2：ネットワーク設定情報

説明パラメータと入力値

ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコルのステータス。

DHCPが無効な場合は、ホスト名、IPアドレス、IPマスク、およびゲート
ウェイを入力する必要があります。

DHCPステータス：

______________________

DNSのステータス。

DNSが無効な場合、Cisco Unified Communicationsネットワークのすべての
ネットワークデバイスに対して（ホスト名ではなく）IPアドレスだけを入
力します。

DNSの有効/無効状態：

______________________

CiscoUnifiedCommunicationsManagerがホスト名を解決するときにまず問い
合わせるプライマリ DNSサーバの IPアドレス。

DNSが有効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

プライマリ DNS：

_____._____._____._____

プライマリDNSサーバに障害が発生した場合にCiscoUnifiedCommunications
Managerが接続を試みるセカンダリ DNSサーバの IPアドレス。

セカンダリ DNS：

_____._____._____._____

このマシンが配置されているドメインの名前。

DNSが有効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

ドメイン：

______________________

デフォルトゲートウェイ（別のネットワークへの入口の役割を果たすネッ

トワークポイント）の IPアドレス。発信パケットはゲートウェイに送信さ
れ、ゲートウェイから最終宛先に転送されます。

ゲートウェイがない場合も、このフィールドに 255.255.255.255を設定する
必要があります。ゲートウェイがないと、通信先がサブネット上のデバイ

スに限られます。

ゲートウェイアドレス：

_____._____._____._____
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説明パラメータと入力値

ホストを識別する IPアドレスに割り当てられているエイリアスを表す名
前。

DHCPが無効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

ホスト名：

______________________

このマシンの IPアドレス。このネットワーク上でこのサーバを一意に識別
します。このネットワーク上の別のマシンが同じ IPアドレスを使用してい
ないことを確認します。

DHCPが無効な場合、必要に応じてこの設定を検討します。

IPアドレス：

_____._____._____._____

このマシンの IPサブネットマスク。サブネットマスクと IPアドレスで、
ネットワークアドレスおよびホストアドレスを指定します。

IPマスク：

_____._____._____._____

サーバのネットワークインターフェイスカード（NIC）の速度。単位はメ
ガビット/秒（Mbps）です。

NIC速度：

______________________

サーバ NICの二重化設定。NIC二重化：

______________________

最大転送単位（MTU）。このホストがネットワークで転送する最大パケッ
ト（バイト単位）。

MTUサイズ

時刻同期先の NTPサーバのホスト名または IPアドレス。

システムをNTPクライアントとして有効にしていた場合は、必要に応じて
この設定を検討します。

NTPサーバ：

______________________

_____._____._____._____

ステップ 3 新しいサーバを接続するスイッチポートの NIC速度と二重化設定を記録します。
NIC設定は、サーバとスイッチポートで同じ設定にする必要があります。GigE（1000/FULL）の
場合、NICおよびスイッチポートの設定をどちらも Auto/Autoに設定する必要があります。固定
値は設定しないでください。

ネットワーク耐障害性を使用している場合、置換を実施するとネットワーク耐障害性の設定が失

われます。そのため、アップグレード後に各サーバで設定する必要があります。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバに接続されているすべてのスイッチポートで、PortFast
を有効にします。PortFastを有効にすることで転送遅延（スパニングツリープロトコル（STP）の
学習状態およびリッスン状態から転送状態に変化するまで、ポートが待機する時間）が短縮され、

スイッチのポートがブロック状態から転送状態にすばやく切り替わります。
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関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

SMTP 設定の記録
次の手順に従って、SMTPサーバの設定を記録します。この設定は、送信電子メールに使用され
る SMTPホストのホスト名または IPアドレスを指定します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[設定（Settings）] > [SMTP]に
移動します。

ステップ 2 SMTPサーバの IPアドレスまたはホスト名を記録します。

ホスト名とタイムゾーンの記録

次の手順に従って、ホスト名およびタイムゾーン設定を記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理で、[表示（Show）] > [システム
（System）]に移動します。

ステップ 2 次のフィールドの設定を記録します。

• [ホスト名（Host Name）]：サーバの一意のホスト名

• [タイムゾーン（Time Zone）]：ローカルタイムゾーンとグリニッジ標準時（GMT）からの
時差

DNS 登録の確認
DNSを使用する場合は、置換するすべてのサーバが DNSに正しく登録されていることを確認し
ます。
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手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 各サーバを DNS名で pingするには、次のように入力します。

ping DNS名

ステップ 3 各サーバを IPアドレスで検索するには、次のように入力します。

nslookup IPアドレス

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

登録数の確認
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、登録された
電話機とゲートウェイの数を含む登録済みデバイスの数を記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から [アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]を選択
し、[検索（Find）]をクリックし、適切な RTMTインストーラの横にある [ダウンロード
（Download）]リンクをクリックして、Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring
Tool（RTMT）をダウンロードしてインストールします。
Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているコンピュータに RTMTツールをイ
ンストールする場合は、Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool-Windows
の [ダウンロード（Download）]リンクをクリックします。Linuxオペレーティングシステムを実
行しているコンピュータにRTMTツールをインストールする場合は、CiscoUnifiedCommunications
Manager Real Time Monitoring Tool-Linuxの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックしま
す。

ステップ 2 RTMTを開きます。
ステップ 3 次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[CallManager]タブ、[表示（View）]タ
ブ、[デバイス（Device）]カテゴリの順にクリックして、[デバイス（Device）]アイコンを
クリックします。

• [CallManager] > [モニタ（Monitor）] > [デバイスの要約（Device Summary）]を選択します。
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ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerノードごとに、表示される各デバイスタイプの数を記録し
ます（登録済みの電話機、FXS、FXO、T1Cas、PRI、MOH、MTP、CFB、XCODE、および H323
ゲートウェイの数など）。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換

重要なサービスの記録
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）を使用して、すべての重
要なサービスおよびそのステータスを記録します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[表示
（View）]タブ、[サーバ（Server）]カテゴリの順にクリックして、[重要なサービス（Critical
Services）]アイコンをクリックします。

• [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [重要なサービス（Critical Services）]を選択し
ます。

ステップ 2 クラスタ内のノードごとに、すべての重要なサービスのステータスを記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換

システムエラーの検索
Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool（RTMT）の Syslogビューアを使
用して、重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。

手順

ステップ 1 RTMTを開き、次のいずれかの作業を実行します。
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[クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[ツール
（Tools）]タブの順にクリックして、[Syslogビューア（SysLog Viewer）]アイコンをクリッ
クします。

•

• [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [Syslogビューア（SysLog Viewer）] > [Syslog
ビューアを開く（Open SysLog Viewer）]の順に選択します。

ステップ 2 [ノードの選択（Select a Node）]ドロップダウンリストボックスで、表示するログが格納されて
いるサーバを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションのログ（Application Logs）]フォルダをダブルクリックします。
ステップ 4 重大度が [エラー（Error）]以上のイベントがないかどうかを確認します。
ステップ 5 各ログを参照して、システムに影響を及ぼすエラーがないかどうかを確認します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換

トレースログのジョブ詳細の記録
すべての Trace and Log Centralジョブの詳細を記録します。

手順

ステップ 1 RTMTを開き、次のいずれかの作業を実行します。

• [クイック起動チャネル（Quick Launch Channel）]で、[システム（System）]タブ、[ツール
（Tools）]タブの順にクリックして、[ジョブステータス（Job Status）]アイコンをクリック
します。

• [システム（System）] > [ツール（Tools）] > [トレース（Trace）] > [ジョブステータス（Job
Status）]を選択します。

ステップ 2 スケジュール済みの各ジョブをダブルクリックし、[詳細の表示（Show Detail）]ダイアログボッ
クスに表示される各ジョブの詳細を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
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CDR 管理設定の記録
必要に応じて、CDRの管理設定および送信先を記録します。

[CDRの管理設定（CDR Management Configuration）]ウィンドウを使用して、呼詳細レコード
（CDR）ファイルと呼管理レコード（CMR）ファイルに割り当てるディスクスペースの容量、
ファイルを削除するまでの保存日数、およびCDRの送信先となる最大 3つの課金アプリケーショ
ンサーバを設定します。CDR Repository Managerサービスは、CDRファイルと CMRファイルが
正常に送信されるか、[CDRの管理設定（CDRManagementConfiguration）]ウィンドウで課金アプ
リケーションサーバが変更または削除されるか、ファイルが保存期間を過ぎて削除されるまで、

[CDRの管理設定（CDRManagementConfiguration）]ウィンドウに設定されている課金サーバに対
して、これらのファイルの送信を繰り返し試行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityから、[ツール（Tools）] > [CDR管理（CDR Management）]を選択しま
す。

[CDRの管理設定（CDR Management Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [一般的なパラメータ（General Parameters）]および [課金アプリケーションサーバパラメータ
（Billing Application Server Parameters）]の値を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）

システムの設定項目数の記録
CiscoUnifiedCMの管理から、置換後に確認する、システムに設定されている各項目の数を取得し
ます。カウントする項目の例を次に示します。

•電話機

•ゲートウェイ

•トランク

•ユーザ

•ルートパターン

• CTIポート

• CTIルートポイント
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手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMの管理で、カウントする各項目のウィンドウにアクセスし、検索パラメータを入
力せずに [検索（Find）]をクリックします。たとえば、次のようなウィンドウにアクセスします。

• [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]（[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]）

• [ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateway）]（[デバイス（Device）] > [ゲート
ウェイ（Gateway）]）

• [トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunks）]（[デバイス（Device）] > [トランク
（Trunk）]）

• [ルートパターンの検索と一覧表示（Find andListRoutePatterns）]（[コールルーティング（Call
Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]）

• [ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]（[ユーザ管理（User Management）] > [エン
ドユーザ（End Users）]）

• [アプリケーションユーザの検索と一覧表示（Find and List Application Users）]（[ユーザ管理
（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application Users）]）

ステップ 2 各項目（デバイス、ルートパターン、およびユーザ）の数を記録します。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換

ファームウェア情報の記録
[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィンドウに表示されるすべての電話
ロードとデバイスタイプを記録します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [ファー
ムウェアロード情報（Firmware Load Information）]を選択します。
[ファームウェアロード情報（Firmware Load Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 表示されたすべての電話ロードとデバイスタイプを記録します。

CiscoUnified CommunicationsManagerに付属していないカスタムデバイスタイプがある
場合は、適切なCOPファイルがあることを確認してから再インストールしてください。

（注）

Cisco Unified Communications Manager リリース 12.0(1) 単一サーバまたはクラスタの置換ガイド
13

はじめる前に

ファームウェア情報の記録



関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換

システムバージョンの記録
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理を使用して、クラスタ内の各ノー
ドのシステムバージョンを比較します。

そのバージョンのDVDがあることを確認します。サービスリリースがある場合は、ベースイメー
ジのメディアとサービスリリースが必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Communications
Operating System Administration）]ウィンドウで、[表示（Show）] > [システム（System）]を選択
します。

[システムステータス（System Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [製品バージョン（Product Version）]フィールドに表示された値をメモします。

関連トピック

はじめる前に, （1ページ）
完全置換
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